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究、から成っている。本研究を通Uて、ポリペプチド試料として主に po!y(y-benzy! L-g!utamate) 














基聞の分子内水素結合に対するムHoと、 DCA ペプチ ド残基聞の分子間水素結合に対する必iaから









DCA-CHL(91. 9% DCA)中で光散乱測定から得た PBLGの <S2)データの解析に用いた Oその結果
PBLGのモノマー残基の長さはランダムコイル状態では16.9土0.2A、ヘリックス状態では1.53i:0. 
10 Aの値を得た。後者の値はα-ヘリックスに対して期待される1.5Aと一致し、溶液中のPBLG鎖




























明を与えている O さらに、〔η〕については、はじめて Flory-Foxの粘度定数争がヘリックスの分率
と共にどのように変るかを実験的に明かにした。
則末君の以上の研究はポリペプチドの溶液論に理論的ならびに実験的に多くの新しい知見を加えた
極めてすぐれたものであり、すでに雑誌PolymerJournal、Biopolymersに発表されている。なお、
同君はこの外に高分子溶液における排除体積効果について J.Chem.Phys.にすぐれた二編の論文も発
表した。これらを考えるとき則末君の研究は理学博士の称号を受けるに十分な価値のあるものと認定
する o
??? ?
